
　ロータリー 6 月度の特別月間は「ロータリー親
睦活動月間」です。
　「ロータリー親睦活動月間」である 6 月はレクリ
エーションや職業で同じ関心を持つロータリアン
同士の国際的な親睦と親善の重要性を認識し、親
睦活動への参加を促し、親睦活動プログラムへの
理解を促すための月間である。RI 理事会は、プロ
ジェクト、活動、行事を通じてこの月間を祝うよう、
これらのグループに奨励している（ロータリー章
典 42.010.9.）。
　これはクラブだけでなく、ロータリアン一人ひ
とりが、ロータリー活動に参加するよう強調する
ため国際ロータリー（RI）理事会が指定した月間
です。

次週 第1662回　例会予告　平成29年6月26日

Weekly No. 1661 ／平成29年6月19日

卓話
         地区委員の活動報告
                     地区国際奉仕委員会　木田委員長
                     地区社会奉仕委員会　榎原　委員
                     次年度活動方針　　　荻田会長エレクト

1661 回　 例会　平成 29年 6月 19 日

地区委員の活動報告
　　　　ロータリー財団補助金小委員会　　瀬川　委員
一年間の総括
　　　　クラブ奉仕理事　　　　　　　　　矢倉　理事
一年間の総括　　　　　　　　　　　　　 井伊　会長
　　 　 

母子の健康月間

われら日本ロータリアンの歌
　最近マスコミで、10 代という言葉をよく耳にし
ます。
卓球の選手、野球の清宮君、今最もマスコミを賑
わしている将棋の藤井君。近年 10 代の子がこれ
ほど話題にならなかったのは、横並びのゆとり教
育の産物ではないでしょうか？
　日本は昔、努力を怠らず勤勉国家と呼ばれ、ア
メリカに追いつき追い越せの精神で経済大国 2 位
にまでのし上がりましたが、受験戦争の過熱や勉
強の格差などの弊害もあり、そのようなことを理
由にゆとり教育が生まれたと思います。
　ただ、資源の無い日本が先進国にとどまるには、
平均ではなく、強いリーダーシップをとれる優秀
な若者が必要だと思います。
　スポーツ界においては、優秀な人材を発掘し、
特別な指導のもと、背可に通用する選手になって
きたんだと思います。
　教育も同様で、それぞれの分野で飛びぬけた人
材が見つかるのであれば、その分野を伸ばす教育
制度へと見直される時が来たのではないでしょう
か。やっと日本も、スポーツ界ではその結果が表
れてきたと思います。
　ただ、我々ロータリアンは有名になった子だけ
に目を向けるのではなく、子供自身にもわからな
い可能性を引き出し、それを支援していく事をロー
タリークラブの活動に加えていけたらいいなと考
えます。

大藤副会長
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出席報告
●会　員　数 50名 ●来　　　客  0名
●出席会員数 39名 ●本日の出席率 88.64％
●5月22日の出席率（メーキャップ含む）100％

出席委員会　　佐藤委員長

幹事報告 長屋幹事　

・ロータリーの友をお配りしました。
・週報の記載に誤りがあります。　
次週第 1661 回例会予告の欄ですが卓話として各
理事の一年の総括と記載されていますがこれは誤
りです。正しくは臨時総会、地区委員の活動報告
として
地区国際奉仕委員会　木田委員長
地区社会奉仕委員会　榎原　委員
次年度活動方針　　　荻田会長エレクト
です。大変申し訳ございませんが訂正して下さい。
また、ロータリー財団 1名あたり 150 万円とあり
ますが＄160 の誤りです。
・第 14回韓日親善会議開催のご案内が来ておりま
す。参加ご希望の方は、受付に参加申込書を置い
ておきますのでご覧の上、申込下さい。日時は
2017 年 9月 23日グランドハイアット . ソウルで
す。

　今年度は会長方針の基本テーマ「奉仕を大切に、
ロータリー活動を楽しもう」に基づき、瀬川副委
員長と家村委員の 3人で活動してまいりました。
その活動報告をさせて頂きます。

・大阪西本願寺常照園への自転車寄贈と自転車整
備教育の実施
本件は社会奉仕事業として地区補助金を活用し、
施設の要望に応え 11月 19日くわはら自転車店様
にご協力頂き、自転車 20台及び備品を寄贈し自
転車の整備指導・実演講習を行い 14名の会員に
参加頂きました。

・第3回関西･東北友好CLUBSTORYカップ少年サッ
カー大会への後援
本件は東日本大震災復興支援活動の一環として一
般社団法人 CULBSTORY（クラブストーリー）と
吹田市に本拠を構えるNPO法人エスペランサフッ
トボールクラブが企画開催している行事で 3回目
の今回は吹田市で開催され、青少年奉仕委員会と
の共同事業として後援致しました。7月 31日に吹
田市長参加のもとOFA万博フットボールセンター
にて当クラブ推薦の江坂大池ドリームと豊津第一
小学校チームを含め　１０チームが参加し試合が
行われ、当クラブから 8名の会員に参加頂きまし
た。　

・クリーンデー実施
7月、8月、9月、11月、12月、2月、3月、5月、
6月の各 1日、計 9回江坂駅周辺清掃活動クリー
ンデーを実施し、延べ 117 名の会員にご参加頂き
ました。

・事業所献血運動の推進
8月 29日と 3月 22日の 2回、ビケンテクノ様の
ご協力のもと献血を実施し計 13名の会員に参加
頂きました。

・交通安全活動への参加
9月 27日、4月 11日に秋、春の交通安全運動に
伴う迷惑駐車排除合同パトロールに参加し計 8名
の会員に参加頂きました。また無事故無違反チャ
レンジコンテストに 34名参加して頂き交通安全
の啓蒙活動を実施致しました。

ロータリー財団委員会
　本日、中堀会員、山下会員、仁科会員より特別寄
付を頂きました。ご協力ありがとうございました。

堀　委員長

瀬川副ＳＡＡ

本日のニコニコ箱　　　 16,000 円
累計のニコニコ箱　　1,237,975 円

●中堀　会員　90歳のお祝い　ありがとう！
●水谷　会員　先週欠席のお詫び
●橋本（幸）会員  次男に内定が出ました。

卓話　「一年間の総括」　　　　
　　　　　

                社会奉仕委員会　   清水　委員長
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・7月 1日に第 66回「社会を明るくする運動」の
啓発用ティッシュ配布活動が江坂駅前で行われ 19
名の会員に参加頂きました。翌日 7月 2日に第
66回「社会を明るくする運動」市民集会がメイシ
アター中ホールで開催され 4名の会員に参加頂き
ました。

・7月 10日豊津公園にて青少年健全育成啓発活動
「クリーンエサカ」が開催され、子供たちと共に清
掃活動を行い 9名の会員に参加頂きました。

・10月 7日～ええまち　すいた～地域安全青少年
育成　吹田市民大会がメイシアターで開催され 4
名の会員にご参加頂きました。

・11月 18日国際奉仕委員会と合同で旬魚菜　磯
一江坂店にて炉辺談話
を開催し 24名の会員に参加頂き活発な意見交換
を行いました。

・地区関係行事ではローターアクト地区献血、大
和川・石川クリーン作戦に参加致しました。

・4月 26日～ 28日に渡り熊本の震災被害見学に
9名の会員が被災地を訪れました。熊本中央 RCの
例会にも出席し両クラブの合同会議を行い、熊本
震災の色々なニーズを聞き有意義な会議をしてき
ました。
皆様一年間ご協力、ご尽力を賜り誠にありがとう
ございました。

　　　　　      社会奉仕担当      高木理事

　まず、職業奉仕委員会の勉強会に参加させて頂
きました。職業奉仕があるのは、ロータリーだけで、
ロータリーの基本、‘根’ はクラブ奉仕であり、職
業奉仕は ‘幹’ であると教えられました。

1 職業倫理を持って自らの職業を行うこと。
の仕奉のへ会社たし通を事のそ、と」りくづ人「 2

実践。具体的には若い人の人材育成。
3 ロータリーの奉仕の理念である「相手を思いや
る心」を持って対応する事が重要である。

　やはり、理念を心に刻み、社会の為に役立てる
ことが大切である事を改めて教えられました。
　さて、今期におきましても、先輩達が続けてこ
られた職業体験学習を行いました。
　希望中学校（片山中学校、第六中学校、豊津中
学校、豊津西中学校）に対し、宮川会員、青木会員、
伊藤会員、西村会員、橋本（芳）会員、清水会員、
橋本（徹）会員、堀会員、髙木の協力を頂きました。
他にも、以前から直接奉仕活動をされている会員
様もお名前を頂けましたら、来期の参考になりま
す。
　今回、私がわかったのは、皆さまの受け入れ態勢、
特にプログラムがしっかりされている事です。子
どもたちの感想文にその成果が現れています。
将来の仕事に結びつく言葉があったり、働く事の
厳しさや、深さに感銘を受けた文章も多くありま
した。
　出前事業に関しましては、５名の会員から協力
申込みがありましたが、日時が合わず今回は見送
られました。これにつきましては、まずどんな内

反省しています。
　最後に、社会奉仕事業、青少年事業にも積極的
に参加致しました。これからも共同して活動して
いく事がいいかと考えます。
来期の職業体験、出前事業にご協力頂けますメン
バー様は、２６日例会までメール又はファックス
で事務局までお知らせ下さい。（会員名だけで結構
です）
　簡単ですが、以上、ご報告申し上げます。

                国際奉仕委員　　　紙谷委員長

　国際奉仕委員会   副委員長に坂口パスト会長 委
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員に木田地区国際奉仕委員長、 国際奉仕 PJ 委員会
( 小林委員長・石﨑パスト会長・木下会員 ) 、ロー
タリー財団委員会 ( 堀委員長・澤井会員 ) のバック
アップをいただき 1 年間活動して参りました。
会長方針
井伊会長の活動方針である「基本テーマ」  奉仕を
大切に、ロータリー活動を楽しもう　という目標
の元、 楽しみながら奉仕活動を行いました。
国際奉仕については
1. 　姉妹クラブ・友好クラブとのより良い関係を
築いていくための交渉。特に CCRC とは現地に伺
い人 的交流を行う
(1987 年 6 月に締結しましたコロンボセントラル 
RC との姉妹提携締結 30 周年という節目になるた
め 9 月 20 日～ 24 日に訪問団を形成し、訪問し
ました）。
　CCRC との姉妹提携 30 周年の記念事業として、
浄水器設置プロジェクトを 3RC の共同事業で行
い、 事業予算は約 28 万円で実施致しました
両クラブとの交流と共に締結 35 周年にむけて今
後両クラブで事業計画の検討を進めていくことに
な りました。
2. 　タイ東北部ナコムパノム県の公立校に冷却装
置付浄水器の寄贈の資金提供 ( 継続事業 )
3. ロータリー財団    
財団寄付の目標達成　1人  $ 160
ポリオ撲滅  1 人  $ 6 0 
4.　CCRC への洪水被害のための支援金　
373 万円送金 

今後について
　CCRC とは姉妹提携 35 周年に向けての事業検討  
(CCRC との関係は今後も維持する ) 
ナコムパノム RC とのクリーンウォーター PJ の継
続
財団寄付 100% の目標

青少年奉仕員会年度活動報告　杦本委員長

行事
1  米山記念奨学会・奨学生の支援（米山担当西村
委員長に担当していただきました）
2.  4 月 9 日大阪国際会議場   2016 ～ 2017 地区
研修協議会 青少年奉仕部門研修
3.  5 月 21 日大阪 YMCA 会館   青少年奉仕部門正
副委員長会議・ワークショップ
4.  7 月 31 日万博人工芝グランドサッカー交流会 
IN 大阪　社会奉仕
・第 3 回   クラブストーリーカップ
・主    催  一般財団法人クラブストーリーカップ
・後    援  岩手県陸前高田市      大阪府吹田市  
吹田市教育委員会    吹田西ロータリークラブ
・参加チーム
(1) 高田 FC (2) 貴崎 SC (3) センナーノ神戸 
(4) ソルティーローファミリア SS
(5) 江坂大池小学校 (6)FC 甲東 VIVO   (7) 高槻 FC 
(8) アスピラーレ (9) エスベランサ FC (10) 豊津第
一小学校
　快晴の天気の中、吹田市長の挨拶から始まり大
会がスタートした。 あまりにも快晴過ぎて、熱中
症の選手が数人発症し、救護室で坂口先生が控え
ていたため迅速に対応できた。( このような大会で
は必須と考えます ) 帰りは大雨のおまけまでつき
ました。
5.　10 月 8・9・10日奈良県明日香村関西大学飛
鳥文化研究所にて 2016 秋の RYLA セミ ナーが開
催された
・主催         　　大阪アーバン RC
・研修内容    　座学を中心とし、体験発表を織り
込んだ内容
・受講生 47 名 ( 内外国人 1 0 名程度 )
・ロータリアン  67 名
・登録人数　　 287 名
6.　2017 年 3 月 2 日吹田市南小学校   大相撲吹田
南場所開催
・目的  木瀬部屋力士とのふれあい相撲大会
・主催  吹田市立南小学校
・後援  吹田西ロータリークラブ・青少年奉仕委員
会
・参加力士  8 名
・贈呈品 (1) 木瀬部屋力士の招聘　(2) 力士
サイン色紙 (2 種 )　 
(3) 力士と児童のふれあい写真　( 全体写真と・画
像 DVD)
・参加生徒数 755 名 ( 全校生徒全員 )
・会員参加数　 12 名
・力士送迎　帰りタクシー 4 台 ( 行きは会員の会
社より急速 4 台手配 )
・力士謝礼　　   100，000 円
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2017 年度ロータリー青少年指導者養成
プログラム「春のライラ」
                      株式会社ビケンテクノ
                                                村井　拓哉

日時:2017 年5月3日 (水・祝)～5 月5日 (金・祝)
場所 : 不死王閣

テーマ 21 世紀を生きる君たちへ
主催 国際ロータリー第 2660 地区
ホスト 国際ロータリー第 2660 地区池田くれは
ロータリークラブ 

　今回、ライラ研修に参加させていただき非常に
自分自身の為になったと思いました。参加する前
は自分自身のスキルアップになれば良いと思って
いましたが、その通りとなり感激しています。 
ライラ研修を受講中に「リーダーとはどの様な人
か」といった話がありました。 その中で様々なリー
ダーがいると仰られていました。「その時に応じた
リーダー シップを取れる人がその時のリーダー J   
と仰られており、非常にその通りだと思いました。
　また「理想のリーダーとは、どのようなリーダー
か」 という問題をグループの人達と話し合いをし
ました。話し合いの中で「組織やグループは 恐怖
と忠誠心のどちらかから成り立つ」という結論が
出ました。そして、自分がどのようなリーダーに
ついていくかを考えてみると、「恐怖で支配する組
織のリーダー」より「そのリーダーに自分からつ
いていくと、そのリーダーに対する忠誠心からつ
いていくと言える組織のリーダー」  が良いという
結果になりました。 
　そして、自分が周りから尊敬される人や憧れを
持たれる人になる為にはどうすれば良いかを考え
ました。まずーつ目に「人としっかりコミュニケー
ションを取る事が一番大切」だと思いました。誰
に対しても、しっかりコミュニケーションを取れ
ば、その人が何を考えているのか判断ができて、
関わりやすくなると思います。やはり口だけの人
は誰もついていかないと思います。
　これから先も自分が仕事をする上で、もっとコ
ミュニケーションをしっかり取りたいと思います。

この習慣が身に付けば、周りの人から初めて学ぶ
ことも沢 山あると思います。そして自分がいざ
困っている時に助けてくれる人も必ず増 えてくる
と思います。今回のライラ研修を通して学んだ事
をこれから先、仕事 やプライベートでも念頭に入
れながら、活かしていきたいと思います。
この度はライラ研修に参加させて頂きまして本当
にありがとうございました。

2017 年度ロータリー青少年指導者養成プ
ログラム「春のライラ」
　　　　　株式会社ビケンテクノ
                                             　松崎　章吾

日時：2017 年5月3日(水・祝)～5 月5日 (金・祝)
場所 ：不死王閣

テーマ 　21 世紀を生きる君たちへ
主催 　国際ロータリー第 2660 地区
ホスト 　国際ロータリー第 2660 地区池田くれは
ロータリークラブ 

　2017 年度 5 月 3 日から 5 日にかけて行われた
ライラ研修に参加させて頂きました。
　池田市の山奥にある旅館施設で実施され、約 40 
名の受講者が参加し、大規模な研修イベントだと
思いました。受講者の中には、様々な国の外国人
が全体の 3 割を占めており、最初はうまくコミュ
ニケーションが取れるかが不安で した。
　受講者は 7 班に分かれ、各班にライラロータリー
クラブの方が 2 名付き、サポートして頂きました。
私の班は、外国人 3 名と日本人 4 名で、最初は緊
張と不安が邪魔をしてうまくコミュニケーション
を取ることが出来なかったのですが、体を使った
簡単な ゲームを行い、徐々に班の中で打ち解けて
行くことが出来ました。
　研修内容は、出題されたテーマに対して、班の
中で話し合い、答えを出すというものです。どの
ように工夫したら、班の皆に分かりやすく自分の
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意見が伝わるか、外国人と会話をする上で、重要
なことだと改めて実感しました。

　テーマは、過疎化した町があり、どうしたら人
が集まるかという議題で、日本語をあまり話すこ
とが出来ない外国人に伝える事は大変でした。伝
える為に 英単語やジェスチャーを使ったり、絵を
描いたりと工夫することで何とか伝えることがで
きました。仕事に置き換えても、上司に状況を説
明する際は、分かりやすく伝えるように工夫して
いこうと思います。 

　その他にも野球のポジションは誰が付いている
か情報を入手して穴埋めをしていくクイズ問題が
ありました。この研修内容は、沢山の情報が複雑
になるので、まとめ役が必要でした。
　まずは、班の中で 1 人 1人の意見と情報を聞き、
分かりやすく紙にまとめて行きました。その中で、
何が最も適正か判断をして、答えを出すことが出

来ました。この議題は、1人で考えるのではなく、
班全員が協力し合うことが大切であると実感しま
した。その為にも、テーマに対して積極的に発言
をしたり、答えは「これだと思う判断力が求めら
れていると思いました。外国人や会って問もない
人達との会話で気を使う場面やまとまらないこと
もありましたが、班の 1人 1人の個性や意見をしっ
かりと理解し合うことで、答えを出すことが出来
ました。 
　ライラ研修を通して、私はリーダーシップを身
に付ける事と、短所である人見知りの性格を直す
ことを考えて取り組みました。振り返ってみると、
初対面の 人でも気軽に会話できる自信を付けるこ
とができました。自分の意見を伝え、 教えたり、
判断したりとリーダーシップも身に付いたと実感
しています。この 3 日間で学んだ事を今後の業務
に活かして行きたいと思います。
　この度はライラ研修に参加させて頂きまして本
当にありがとうございました。
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